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 そこで、数値モデル(IRI2012, NRMSISE-00, IGRF-11)を取り扱え
るようにUDASを拡張し、電離層電気伝導度計算ツールを作成した。 
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計算結果 
電離層電気伝導度計算式 
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 楕円体として取り扱って  
 いることを 確認済み。 
[4]と比較し、 
•σ0は一致、 
•σ1, 2はズレがある、 
→ 開発したプログラム
の妥当性を示す衝突周
波数の計算結果を以下
に示す。 
２次元伝導度計算ルーチンも作成済みであるが、結果は省略する。 
電気伝導度の計算式は[1]を、衝突周波数の計算式は[2]を使用した。 
